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5
月
24
日
の
常
任
委
員
会
は
、
6
月
の
第
２
回

定
例
会
に
向
け
た
議
案
事
項
と
し
て
、
今
年
10
月

予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
10
％
の
引
き
上
げ
に

対
処
す
る
国
の
対
策
「
留
萌
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
発
行
事
業
」
４
９
７
３
万
２
千
円
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
２
０
１
９
年
度
住
民
税
非
課
税

者
な
ど
約
７
千
人
を
対
象
に
25
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
を
販
売
。
申
請
書
発
行
は
７
月
で
使

用
終
了
は
２
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
。

　

６
月
20
日
の
常
任
委
員
会
で
は
、
所
管
事
務
調

査
の
後
、
千
望
台
と
黄
金
岬
海
浜
公
園
の
観
光
施

設
の
現
状
を
調
査
し
ま
し
た
。
特
に
観
光
客
の
利

便
性
を
高
め
る
た
め
に
施
設
が
改
築
さ
れ
る
「
オ

レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
」
を
中
心
に
視
察
し
ま
し
た
。▲黄金岬海浜公園の現状を調査する第

１常任委員会

留萌市議会だより 議会です こんにちは

第
１
常
任
委
員
会

　

前
期
ま
で
は
議
会
広
報
常
任
委
員
会
と
し
て
、

議
会
だ
よ
り
の
編
集
と
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

公
開
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
活
用

し
た
議
会
の
広
報
な
ど
に
つ
い
て
活
動
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
期
か
ら
は
「
議
会
の
広
聴
活
動
」
が

新
た
に
加
わ
り
、
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
「
議
会
基

本
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
や
要
望
を
聴
く
た
め
の
「
市
民
と
議
会
の
意
見

交
換
会
」
も
当
委
員
会
が
担
当
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
構
築
に

向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
活
用
し
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
情
報
の
公
開
と
説
明
責
任

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま

す
。 議

会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

今
年
度
に
実
施
す
る
事
業
内
容
と
し
て
は
、
港

北
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
修
事
業
と
し
て
、
煙
突

の
断
熱
材
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除

去
工
事
を
行
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
留
萌
中
学
校
の
整
備
事
業
と
し
て
、
留

萌
中
学
校
大
規
模
改
修
実
施
設
計
と
旧
千
鳥
プ
ー

ル
解
体
工
事
の
実
施
な
ど
、
学
校
整
備
計
画
に
つ

い
て
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

６
月
14
日
に
留
萌
中
学
校
で
起
き
た
学
校
給
食

の
白
米
に
金
属
片
が
混
入
し
た
件
に
つ
い
て
、
そ

の
発
見
状
況
や
異
物
発
見
時
の
学
校
の
対
応
、
給

食
セ
ン
タ
ー
の
対
応
、
異
物
混
入
原
因
、
今
後
の

対
応
の
ほ
か
、
再
発
防
止
に
向
け
た
管
理
や
指
導

な
ど
の
説
明
を
市
教
育
委
員
会
か
ら
受
け
ま
し
た
。

第
２
常
任
委
員
会

▲大規模改修が行われる留萌中学校の
校舎

▲議会だよりや議会かわら版、インター
ネット中継などの広報活動

　留萌市議会は、新人議員４
人が仲間入りした 14 人体制
でスタート。また、女性議員
６人となり、女性の割合が全
道２位となりました。令和元
年第２回定例会一般質問で
は、１日目の４人全員が女性
議員という過去にない登壇風
景となりました。
　これから４年間、第 1・第
２常任委員会では、山積する
諸課題を真摯に協議していき
ます。また、議会運営委員会
では、議会基本条例の推進を
念頭に、ペーパーレス化など
を目的としたタブレットの導
入や議会モニター制度の導入
などを検討していきます。

議員14人の新体制が本格始動！

【 かずの子条例をＰＲ 】
　５月５日、「かずの子のマ
チ留萌フェスタ」の会場で、
平成 28 年に留萌市議会が制
定した「かずの子条例」を
紹介したチラシと KAZUMO
ちゃんのイラスト入りうちわ
を配布し、地場産品の振興と
かずの子の消費拡大をＰＲし
ました。

▲「かずの子のマチ留萌フェスタ」
に参加した10人の市議会議員

情報公開と説明責任を果たすための「議会だより」や「議会かわら版」、「インターネット中継」による広報活動

　市民の皆さん、こんにちは。留萌市議会は、令和元年５月から新たな組織体制が動き始めまし
た。小野敏雄議長を中心に「第１常任委員会」「第２常任委員会」「議会広報広聴常任委員会」「議
会運営委員会」が本格始働しました。特にこれまでの議会広報常任委員会に広聴機能を拡大し、
委員８人体制で組織力をアップ。市民にわかりやすい議会を目指します。

委 員 長
副委員長
委 員

村山ゆかり
米倉　靖夫
横田　美樹／珍田　亮子／
戸水美保子／笠原　昌史／
野崎　良夫

委 員 長
副委員長
委 員

鵜城　雪子
芳賀　博康
小沼　清美／海東　剛哲／
燕　　昌克／小野　敏雄／
村上　　均

委 員 長
副委員長
委 員

笠原　昌史
戸水美保子
横田　美樹／小沼　清美／
海東　剛哲／芳賀　博康／
珍田　亮子／村山ゆかり



みんなが未来に誇れ
る留萌、全ての人が
安心して暮らせるよ
うに、開かれた市政
と財政の健全化、福
祉対策と若者の定住。
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２ 小　沼　　清　美 議員

６ 珍　田　　亮　子 議員

１ 横　田　　美　樹 議員

市民の声を行政に届
け、安心して生活で
きる環境づくりや資
源の有効活用に着目
し、安定した財源の
確保を提案します。

３ 海　東　　剛　哲 議員

子どもたちの伸びし
ろは留萌の伸びし
ろ。市民の活力で未
来を創る若者たちを
支える地域づくりを
目指します。

５ 燕　　　　昌　克 議員

安心で安全なまちづ
くりを進めるため、
これからも住み続け
たいと思える、充実
した地域の形成を目
指します。

子どもや高齢者、障が
いのある人たち、誰
もが笑顔で安心して
住み続けられるまち
を目指し、市民に寄
りそって活動します。

「福祉・医療・防災」
を基本に、市民一人
ひとりの声を聞き、
安心・安全に暮らせ
る「るもい」をつくっ
ていきたい。

４ 芳　賀　　博　康 議員

「未来へ―持続可能
なまちづくりを―前
に！」を活動目標と
し、チェック能力と
政策形成能力を高め
て行きます。

10 笠　原　　昌　史 議員

14 野　崎　　良　夫 議員

９ 小　野　　敏　雄 議員

超少子高齢化が進む
中で、さまざまな行
政課題に民意をしっ
かりと反映させる議
会活動をしたいと思
います。

11 鵜　城　　雪　子 議員

地域の声が市政に反
映され、子どもから
高齢者までが暮らし
やすいと感じること
のできるまちづくり
に取り組みます。

13 村　山　　ゆかり 議員

16 年間を礎に５期
目も一生懸命に働き
ます。特に子育てし
やすいまち、医療と
介護の連携に力を尽
くします。

市民の声と想いをつ
なぐ「架け橋」とな
り、住み慣れた地域
で安心して暮らせる
まちづくりのために
取り組みます。

地場産業の振興、地
域医療の充実、防災
と福祉を組み合せた
地域作りを目標に議
員活動に取り組みま
す。

12 村　上　　　　均 議員

８ 戸　水　　美保子 議員７ 米　倉　　靖　夫 議員

１次産業を中心とし
た産業の発展を目指
し、子どもが安心し、
さまざまな事にチャ
レンジ出来るまちを
目指します。

市民の皆さんのお声
をしっかり伺って、
留萌市がもっと元気
で住みよいまちにな
るよう、一生懸命に
働いて参ります。

若者の流出、人口減、高齢
化、商店街の疲弊など…市
民の生活を取り巻くさまざ
まな課題が山積している
中、留萌市議会議員の役割
が大きくなっています。今
期、市議会議員として活動
する 14 人の議員が今後の
抱負を述べました。
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令
和
元
年 

第
２
回
定
例
会
一
般
質
問
と
答
弁

質
問

道
の
駅
と
留
萌
港
の
連
携

　

全
面
供
用
開
始
か
ら
３
年
経
過
し
た
「
る

し
ん
ふ
れ
愛
パ
ー
ク
」
の
成
果
と
課
題
を
伺

い
た
い
。
現
在
、
検
討
し
て
い
る
道
の
駅
に

子
育
て
環
境
充
実
の
た
め
、
屋
内
遊
技
場
の

建
設
を
提
案
し
た
い
が
考
え
は
あ
る
の
か
。

「
食
す
」
機
能
に
つ
い
て
、
出
店
を
希
望
し

て
い
る
事
業
者
は
ど
の
程
度
い
る
の
か
。

　

留
萌
港
南
岸
に
あ
る
小
麦
倉
庫
の
老
朽
化

が
激
し
く
、
外
壁
が
剥
離
し
て
い
る
。
荷
役

作
業
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
危
険
だ
と
思
う

が
、
安
全
対
策
と
建
替
え
の
可
能
性
は
な
い

の
か
。

答
弁

公
園
利
用
者
が
年
々
増
加
し
て
い
る

が
、
冬
期
間
の
利
用
者
減
少
、
イ
ベ
ン
ト
企

画
な
ど
賑
わ
い
づ
く
り
が
課
題
と
な
る
。

　

道
の
駅
は
、
令
和
２
年
春
の
オ
ー
プ
ン
を

予
定
し
て
い
る
。
道
の
駅
は「
遊
び
」「
憩
い
」

「
学
び
」
の
機
能
に
加
え
、
国
の
交
付
金
支

援
に
よ
る
施
設
整
備
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
遊
べ
る
機
能
を
兼
ね
備
え
た
交
流
施
設
を

検
討
し
て
い
る
。
事
業
者
と
の
協
議
は
、
当

初
よ
り
減
少
し
て
き
た
。
道
の
駅
基
本
計
画

素
案
を
し
っ
か
り
と
伝
え
、
出
店
希
望
者
と

の
協
議
を
継
続
し
た
い
。

　

小
麦
倉
庫
は
、
日
常
の
点
検
を
継
続
し
、

外
壁
や
架
台
の
補
修
が
完
了
す
る
ま
で
バ
リ

ケ
ー
ド
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
安
全
性
を
確

保
し
た
い
。
倉
庫
建
替
が
留
萌
港
利
用
に
つ

な
が
る
か
、
生
産
者
や
製
粉
会
社
の
意
向
を

聞
き
な
が
ら
調
査
研
究
を
重
ね
た
い
。

質
問

保
育
士
不
足
解
消
策
と
保
育
環
境
整

備
　

市
が
検
討
し
て
い
る
小
規
模
保
育
事
業
の

進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

　

市
内
３
保
育
園
の
建
物
は
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
留
萌
保
育
園
と
沖
見
保
育
園
を

統
合
し
、
新
た
な
保
育
環
境
整
備
を
検
討
す

べ
き
と
思
う
。
留
萌
萌
幼
会
と
話
し
合
い
が

あ
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

小
規
模
保
育
は
、
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
か
ら
実
施
に
向
け
た
提
案
が
あ
り
、
協
議

し
て
い
る
。
受
け
入
れ
人
数
は
、
０
歳
児
が

２
人
、
１
～
２
歳
児
が
12
人
で
、
場
所
は
な

員
定
数
の
改
善
と
学
級
編
成
基
準
の
緩
和
な

ど
、
北
海
道
や
国
に
要
望
し
て
い
く
。

質
問

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
住
み
続
け

る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
の
就
労
支
援
相

談
と
施
設
の
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
就
労
支

援
施
設
に
通
っ
て
い
る
障
が
い
の
あ
る
人
た

ち
が
、
家
庭
の
役
割
を
担
う
共
同
生
活
援
助

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
が
留
萌
に
な
く
、
い

ず
れ
住
み
慣
れ
た
地
を
離
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

事
業
者
ま
か
せ
で
は
な
く
、
行
政
の
責
任
で

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
弁

市
内
に
は
基
幹
相
談
支
援
事
業
所
含

め
２
カ
所
、
道
北
地
区
に
１
カ
所
の
就
業
に

係
わ
る
相
談
事
業
所
、
市
内
６
カ
所
の
就
労

支
援
施
設
が
あ
る
。
共
同
生
活
援
助
に
つ
い

て
は
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
、
人
材
確
保
が
厳
し
い
こ
と
と

経
営
面
の
理
由
か
ら
、
新
た
に
施
設
を
設
置

す
る
の
は
難
し
い
と
い
う
回
答
を
得
て
い

る
。
次
期
「
障
が
い
支
援
計
画
」
を
策
定
す

る
べ
く
、
ま
ち
な
か
の
市
の
施
設
を
希
望
し

て
い
る
。

　

昨
年
、
11
月
に
留
萌
萌
幼
会
と
市
長
と
の

意
見
交
換
を
実
施
し
た
際
に
園
舎
改
築
に
向

け
た
意
見
を
も
ら
っ
て
い
る
。
今
後
も
協
議

を
続
け
て
い
き
た
い
。

質
問

教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

　

先
生
た
ち
が
子
ど
も
た
ち
と
ゆ
と
り
を

も
っ
て
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
教

育
現
場
の
声
を
し
っ
か
り
聞
き
な
が
ら
、
市

と
し
て
独
自
で
で
き
る
こ
と
を
ど
ん
ど
ん

や
っ
て
い
き
、
北
海
道
や
国
に
も
要
望
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
音
楽
、
体
育
、

理
科
な
ど
専
科
の
先
生
た
ち
の
定
数
配
置
以

外
の
人
的
支
援
は
、
空
き
時
間
を
つ
く
る
と

い
う
意
味
で
、
教
員
の
業
務
軽
減
に
効
果
が

高
い
と
考
え
る
が
、
市
独
自
ま
た
は
国
や
北

海
道
の
人
的
支
援
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁

市
で
は
、
教
員
の
事
務
を
補
助
す
る

学
校
事
務
補
助
員
の
ほ
か
、
学
習
補
助
員
や

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
。
国
・
北
海

道
で
は
外
国
語
専
科
教
員
の
加
配
、
外
国
語

と
理
科
の
非
常
勤
講
師
、
事
務
補
助
員
な
ど

を
配
置
。
学
校
の
課
題
や
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
適
正
に
配
置
し
て
お

り
、
教
育
的
配
慮
が
必
要
な
場
合
は
加
配
す

る
な
ど
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
向
け
、
引

き
続
き
適
正
な
配
置
に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
少
人
数
学
級
の
早
期
実
現
と
教
職

る
中
で
、
障
が
い
の
現
状
を
把
握
し
て
い
る

策
定
委
員
会
委
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
調

査
・
研
究
を
進
め
、
必
要
が
あ
れ
ば
先
進
地

視
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

　

今
後
の
ご
み
処
理
方
法
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
お
考
え
を
お
持
ち
か
。
ま
た
、
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
で
ご
み
を
運
ぶ
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き

て
い
る
方
も
い
る
が
、
必
要
な
方
の
条
件
を

整
理
し
、
戸
別
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。

答
弁

平
成
25
年
度
か
ら
、
23
種
類
プ
ラ
ス

綿
製
品
の
分
別
を
行
っ
て
い
る
。
市
民
か
ら

分
別
種
類
が
多
い
と
の
声
が
あ
る
こ
と
を
承

知
し
て
い
る
。
焼
却
処
理
に
関
す
る
技
術
が

進
歩
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
埋

め
立
て
る
ご
み
を
減
少
す
る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
市
民
の
分
別
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
ご

み
処
理
方
法
に
つ
い
て
、
課
題
や
問
題
点
に

つ
い
て
留
萌
南
部
衛
生
組
合
の
構
成
３
市
町

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

戸
別
収
集
に
つ
い
て
は
、
道
内
10
市
で
行

わ
れ
、
近
隣
の
自
治
体
で
も
支
援
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

支
援
が
必
要
な
方
の
場
合
は
、
介
護
給
付

の
中
で
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
活
用
な
ど
も
考
え

ら
れ
る
と
思
う
が
、実
態
を
把
握
し
た
上
で
、

関
係
す
る
機
関
や
収
集
業
者
の
方
な
ど
と
も

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、協
議
を
進
め
た
い
。

質
問

鳥
獣
被
害
の
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

戸
外
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
ネ
コ
に
つ
い
て

は
、
事
故
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
ネ
コ
の

飼
育
を
啓
発
し
て
は
ど
う
か
。
一
部
の
自
治

体
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戸
外
の
ネ
コ

を
増
や
さ
な
い
た
め
の
不
妊
手
術
の
助
成
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。
ア
ラ
イ
グ
マ
が
増
え
て

い
る
と
聞
く
が
、
被
害
が
拡
大
し
な
い
う
ち

に
で
き
る
だ
け
排
除
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
弁

広
報
る
も
い
や
町
内
回
覧
な
ど
に
よ

り
、
定
期
的
に
ネ
コ
の
適
正
飼
育
に
つ
い
て

啓
発
し
て
い
く
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
繁
殖
力
が
高
く
、
危
険
が

あ
る
特
定
外
来
動
物
で
、
地
域
固
有
の
生
態

系
へ
の
影
響
や
農
作
物
被
害
の
増
加
、
動
物

由
来
感
染
症
の
伝
播
に
よ
る
人
へ
の
健
康
被

害
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
箱
わ
な
を
増

や
す
な
ど
し
、
引
き
続
き
捕
獲
を
推
進
し
て

い
く
。
山
を
超
え
て
移
動
す
る
の
で
近
隣
と

の
連
携
も
図
り
、
捕
獲
を
進
め
て
い
く
。

こ
と
が
待
機
児
童
発
生
の
要
因
の
一
つ
で
、

法
人
と
と
も
に
保
育
士
募
集
の
周
知
や
潜
在

保
育
士
の
情
報
収
集
に
努
め
る
。

　

基
本
的
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
運
営
し

て
い
る
の
で
、
聞
き
取
り
を
し
た
と
こ
ろ
、

ク
レ
ー
ム
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

院
内
保
育
は
、
院
内
で
決
め
て
い
る
の
が

現
在
の
状
況
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。

質
問

黄
金
岬
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

観
光
客
入
込
数
が
最
多
の
黄
金
岬
の
今
年

度
の
整
備
と
次
年
度
以
降
の
整
備
予
定
を
お

聞
き
し
た
い
。

　

無
料
キ
ャ
ン
プ
場
の
使
用
ル
ー
ル
の
徹
底

や
駐
車
場
の
整
備
に
対
す
る
考
え
方
も
お
聞

き
し
た
い
。

答
弁

黄
金
岬
の
「
オ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
」
は

９
月
以
降
に
解
体
し
、
来
年
度
に
向
け
新
し

い
ト
イ
レ
の
建
設
を
予
定
し
て
お
り
、
休
憩

施
設
な
ど
の
整
備
も
検
討
し
た
い
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
は
、
今
後
、
問
題
が
発
生
す

れ
ば
然
る
べ
き
措
置
を
考
え
て
い
る
。
駐
車

場
の
白
線
に
つ
い
て
は
協
議
し
て
い
く
。

質
問

待
機
児
童
解
消
対
策
に
つ
い
て

　

北
海
道
の
公
表
で
は
、
昨
年
４
月
１
日
の

待
機
児
童
数
は
、道
内
の
市
で
赤
平
市
１
人
、

富
良
野
市
１
人
、
北
広
島
市
５
人
、
稚
内
市

と
留
萌
市
が
各
13
人
と
な
っ
て
い
る
。
留
萌

市
の
待
機
児
童
は
、
平
成
21
年
か
ら
平
成
29

年
ま
で
は
０
人
で
、
30
年
に
13
人
、
今
年
２

月
時
点
で
45
人
と
驚
く
程
の
人
数
と
な
っ
て

い
る
。

　

わ
ず
か
人
口
２
万
１
千
人
ほ
ど
の
留
萌
市

に
お
い
て
、
多
く
の
待
機
児
童
が
で
た
要
因

を
市
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。
さ

ら
に
、
待
機
児
童
の
現
状
に
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

　

離
職
率
の
高
い
職
場
に
は
、
離
職
す
る
要

因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
職
場
内
で
職

場
環
境
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
指
導
は

行
っ
て
来
た
の
か
お
聞
き
し
た
い
。　
　
　
　
　
　

　

保
護
者
の
方
か
ら
の
保
育
所
に
対
す
る
意

見
や
ク
レ
ー
ム
は
一
年
間
で
ど
の
程
度
あ
っ

た
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

　

留
萌
市
立
病
院
内
保
育
所
は
現
在
17
人
の

児
童
が
利
用
し
、
６
人
の
職
員
が
働
い
て
い

る
が
、
病
院
の
事
務
で
働
く
保
護
者
の
子
ど

も
も
入
所
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
、
現
状
の

待
機
児
童
が
保
育
所
に
入
る
可
能
性
が
で
る

が
、
市
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

保
育
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
で
、
退
職

し
た
保
育
士
の
補
充
が
追
い
つ
い
て
い
な
い

▲外壁が剥離している留萌港南岸の
小麦倉庫

村む
ら
や
ま山

ゆ
か
り

萌
芽
ク
ラ
ブ

▲障がいのある人のための就労支援
施設

小こ
ぬ
ま沼　

清き
よ
み美

無
　
会
　
派

▲雑食性で、凶暴なアライグマ

戸と
み
ず水

美み

ほ

こ
保
子

留
萌
公
明
党

▲待機児童ゼロを目指す保育園

鵜う
し
ろ城　

雪ゆ
き
こ子

無
　
会
　
派
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留萌市議会だより 議会です こんにちは

こんなことが決まりました 令和元年 第２回定例会
６月４日〜18日

　令和元年第２回定例会が15日間の会期で開催され、諮問１件、報告５件、議案８件、意見書案５
件などを審議しました。

【諮　　問】
◦
【報　　告】
◦	
【議　　案】
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦	
【意見書案】
◦

◦
◦
◦
◦

各 組 合 議 会 か ら の 報 告

　留萌消防組合議
会は、留萌市から
５人、小平町から

３人の議員が選出され、消防行政におけるさま
ざまな案件を取り扱うために組織されていま
す。
　令和元年度は、改選期ということもあり６月
３日に第１回臨時会を開催し、正副議長の指名
推選、北海道町村議会議員公務災害補償等組合

留萌消防組合議会

留萌南部衛生組合議会

編集後記

　令和という時代の初めての定
例会が終わりました。今、留萌
市が直面している課題の解決や
将来も安心なまちづくりを目指
し、14 人全員の熱い心をたぎ
らせて、いざスタート！（戸）

４年間、
よろしくお願いします

　

暖
か
な
春
の
日
差
し
の
も
と
、
５
月

12
日
に
市
民
育
樹
祭
が
「
神
居
岩
公
園

21
世
紀
桜
の
丘
」
で
行
わ
れ
、
林
活
議

連
か
ら
６
人
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
活
動
の
説
明
を
受
け
た

後
、
市
が
準
備
し
て
く
れ
た
肥
料
を
持

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
エ
リ
ア
内
の
エ
ゾ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
の
も
と
へ
。

枝
先
の
下
辺
り
に
広
が
っ
て
い
る
木
の

根
が
栄
養
を
吸
収
し
や
す
い
よ
う
に
、

丁
寧
に
肥
料
を
撒
き
ま
し
た
。
参
加
者

全
員
で
の
作
業
が
順
調
に
進
み
、
１
時

間
ほ
ど
で
施
肥
は
終
了
。
た
く
さ
ん
の

桜
に
包
ま
れ
、
気
持
ち
の
良
い
作
業
で

し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
中
西
市
長
か
ら
留
萌

市
が
「
さ
く
ら
功
労
者
」
と
し
て
公
益

財
団
法
人
日
本
さ
く
ら
の
会
か
ら
表
彰

さ
れ
た
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
市
が
20
年
間
に
わ
た
り
、
桜
の

保
護
、
植
栽
、
育
成
を
行
っ
て
き
た
こ

と
を
称
え
た
も
の
で
す
。

　

道
内
の
地
方
公
共
団
体
と
し
て
、
平

市
民
育
樹
祭
に
参
加

質
問

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に
つ
い
て

　

最
近
、
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
の

ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
運
転
免
許
証
を
返
納
す
る
高
齢

者
も
増
加
し
て
い
る
。
運
転
免
許
証
の
自
主

返
納
者
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー
お
よ
び
バ
ス
の

運
賃
割
引
や
商
品
券
の
贈
呈
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
が
、
家
族
相

談
会
の
開
催
や
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
手
数

料
助
成
な
ど
、
行
政
の
支
援
の
可
能
性
に
つ

い
て
市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
弁

自
主
返
納
者
に
対
す
る
支
援
は
、
高

齢
運
転
者
の
事
故
の
発
生
状
況
や
自
主
返
納

の
増
加
傾
向
を
踏
ま
え
、
今
後
の
支
援
の
必

要
性
や
方
向
性
に
つ
い
て
見
極
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。
家
族
相
談
会
の
試
み
は
必
要
と

考
え
て
お
り
、庁
内
で
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

以
前
に
福
祉
バ
ス
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

高
齢
者
福
祉
事
業
を
行
っ
て
き
た
経
緯
か

ら
、
免
許
証
自
主
返
納
に
つ
い
て
、
庁
内
連

携
を
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問

道
の
駅
に
つ
い
て

　

道
の
駅
基
本
計
画
の
策
定
を
６
月
に
予
定

し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
11
月
ま
で
遅
ら
せ
た

経
緯
を
伺
い
た
い
。
基
本
計
画
素
案
で
は
、

開
業
時
に
整
備
す
る
も
の
と
後
年
度
に
整
備

す
る
も
の
に
分
け
て
進
め
て
行
く
と
あ
る

が
、
本
年
度
中
に
オ
ー
プ
ン
す
る
た
め
の
整

備
費
用
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
今
回

の
委
託
に
係
る
補
正
予
算
は
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
の
実
施
に
向
け
た
整
備

計
画
だ
が
、
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
に
お
い

て
、
こ
の
交
付
金
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
事

業
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
弁

来
年
春
に
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
方
針

に
変
わ
り
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
頂
い
た

意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
議
論
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
９
月
ま
で
に
素
案
を
見

直
し
、
11
月
を
目
処
に
基
本
計
画
を
策
定
す

る
。
整
備
費
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
積
算
中

だ
が
、
授
乳
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
登
録
申
請
時

に
必
要
と
な
る
最
小
限
の
機
能
の
ほ
か
、
物

販
な
ど
は
プ
レ
ハ
ブ
な
ど
の
仮
設
物
で
の
対

応
す
る
。
後
年
度
に
お
い
て
市
が
単
独
で
整

備
す
る
も
の
と
国
の
交
付
金
を
活
用
し
な
が

ら
整
備
す
る
も
の
を
見
極
め
、
段
階
的
に
拡

張
し
て
い
き
た
い
。
財
政
が
硬
直
し
て
い
る

中
で
は
あ
る
が
、
次
年
度
に
は
浜
焼
き
な
ど

を
実
施
で
き
る
施
設
、
令
和
３
年
度
に
は
子

ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
機
能
や
子
育
て
支
援
機

能
を
備
え
た
施
設
整
備
を
検
討
し
た
い
。

人権擁護委員の推薦について

平成 30年度留萌市一般会計に係る放棄した債権の報告について

令和元年度留萌市一般会計補正予算（第１号）について
令和元年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について
留萌市森づくり基金条例制定について
留萌市介護保険条例の一部を改正する条例制定について
留萌市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制定について
留萌市都市公園条例の一部を改正する条例制定について
留萌市病院事業使用料及び手数料条例の一部を改正する条例制定について
留萌市過疎地域自立促進市町村計画の変更について

「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障、義務教育費国庫負担制度堅持・負担率 1/2 へ
の復元、教職員の超勤・多忙化解消・「30人以下学級」の実現に向けた意見書
2020 年度地方財政の充実・強化を求める意見書
2019 年度北海道最低賃金改正等に関する意見書
児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書
信頼される政府統計を目指してさらなる統計改革を求める意見書
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規約の一部を変更する規約および北海道市町
村総合事務組合規約の一部を変更する規約の
２件を原案可決し、監査委員の選任について
同意しました。
　今後は、安心安全な地域防災の発展に向け
た一助となるべく、取り組んでまいります。

　自治体議員選挙
終了後、初めての
「留萌南部衛生組

合議会」の第１回臨時会が、６月３日午後３時
半から留萌市議会議場で開かれ、議長に野崎良
夫（留萌市）、副議長に松倉清道（増毛町）が
選出され、監査委員には前崎正弘（小平町）を
任命することに同意しました。
　また、規約の一部変更の２件を可決しました。

　規約の一部変更は加入団体の脱退（北空知
葬斎組合など）に伴うもので「北海道市町村
議会事務組合規約」と「北海道町村議会議員
公務災害補償等組合規約」をそれぞれ変更し
ました。

議 長

議 員

燕　　昌克　　　監　査   村山ゆかり

芳賀　博康／米倉　靖夫／戸水美保子

議 長

議 員

野崎　良夫

横田　美樹／海東　剛哲／村上　　均

▲公的な本人確認書類として使える
運転経歴証明書
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